









































0.6031、「地域資源」は 0.6191、「動物福祉」は 0.6283 であるため、相対的に「動物福祉」
の方が評価は高いことがわかる。交差効果モデルの結果により、以下の特徴がある人はパル
プで肥育する老廃和牛肉を選好する。「女性」、「年上の人」、「普段によく赤身肉を食べる
人」、「脂肪分に注意する人」、「動物福祉や地域資源を活用したエサについての知識がある
人」、「同居人数が多い場合」、「普段に主に国産食品を買う人」、「日本の食料は自国で作る方
がよいことを支持する人」、「子供がいる家庭」、「東日本に住んでいる人」である。 
【結論】 
コンジョイント分析により、消費者は「地域資源の活用」や「動物福祉」を評価しており、
個人属性によって評価には違いがあるということが明らかになった。また、パルプで肥育す
る老廃和牛肉を実際の商品として販売する際の生産コストや商品価格、地域振興としての林
畜連携が可能な条件等は今後の課題である。
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